
小学生新学力テスト事業費≪新規≫
～すくすくテスト事業費～
【事業目的】
府内児童がすべての教育活動の基盤となる言語能力、読解力等、生涯にわたる学力等を着実につけるとともに、小学校で児童の学力を向上させるためのPDCAサイクルを確立するため、公立小学校５・６年生を対象とした学力調査・アンケート調査を実施する。
【知事復活要求額】　　320千円（債務負担行為の設定：325,772千円）
【事業内容】
（１）対象　
· 府内の市町村立小学校、義務教育学校前期課程及び支援学校小学部並びに府立支援学校小学部５・６年生の児童　　約142,000人
（2） 内容

· 小学校5年生、6年生の学力テスト（国語、算数、理科）〈R３年４月に実施〉　
・各教科に言語能力の育成につながる教科横断的な問題を盛り込む。
・6年生は全国学力・学習状況調査も活用する。
· 児童及び学校の取組みのアンケート調査
・非認知能力等の状況を図ることのできる質問を盛り込み、学力を高める学校・家庭の
取組みを分析する。
・学校体制や教員の指導方法、研修の状況等の調査を実施する。
· 詳細な分析と児童・学校個票の充実
・子ども個々の伸び等変化により注目するため、詳細な経年変化データをカルテとして引き継ぐ。
・各校へは児童の結果の分析と、学校の取組みとの相関等の経年変化データを提供する。
・府独自のテスト問題とビッグデータ分析を生かして、教員の指導方法と学力との関連から、
新たな知見を得る。

[image: image1.png]



主要事業１





大阪の子どもの生涯にわたる学力の向上





市町村は


○府の状況を指標として児童の学力を客観的に把握


○市町村の状況に合った又は求められる力を育む施策を計画・推進


○所管する各学校の状況に合った指導と体制の整備





大阪府教育委員会は


○学びの基盤となる資質・能力を測るテストの具現化


○子ども個々の詳細な経年変化データを小５～中３までカルテとして提供


○各市町村が進める学校への指導を支援





学校は


○学力向上の取組みの検証・改善


○個々の児童の状況に合った効果的な指導の推進


○児童の学習意欲の向上


家庭は


○子どもの強み・課題を知り、より良いサポートへ








R２





調査準備
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調査実施





結果


提供





学力向上の


取組み推進
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